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三井住友トラストホールディングスのビジネスモデル

（2023/3末時点）

企業向け貸出 住宅ローン

債券投資預金

ALM

不動産ビジネス

建築コンサル

不動産証券化

不動産仲介

投信保険販売

証券管理

アセット
マネジメント

年金信託証券代行

資産運用・資産
管理ビジネス

銀行ビジネス

遺言信託・資産承継

信託関連
ビジネス

信託

信託

不動産関連収益

697億円

不動産証券化受託

24兆円
（2023/3末時点）

（2022年度実績）

資産運用残高

１18兆円

資産管理残高

２56兆円

証券代行シェア

42％
（2023/3末時点）
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法人事業の成長戦略【サステナビリティ・バリューチェーン戦略】

巨額の脱炭素化資金 人的資本経営の強化 ガバナンス高度化
企業の
経営課題 E S G

与信取引をベースとした長期の信任関係

コンサル提供

経営戦略

ガバナンス

財務戦略

人的資本

お客さまとの
経営ディスカッション

ソリューション提供
情報獲得
分析

財務
非財務

＋

お
客
さ
ま
の
企
業
価
値
向
上

社
会
的
価
値
創
出

各種
サーベイ

与信取引を
通じた
情報獲得

M&A

証券代行

不動産

年金

職域

PB

SE G

ガバナンス
コンサル

株式報酬
ミライ
研究所

インパクト評価

人事
コンサル

サステナブル経営支援コンサル

ファミリー
ガバナンス

TCFD
コンサル

IR・SR環境不動産

インパクト
エクイティ

サステナブル
ファイナンス

＋
投資家資金

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
化

Well-Being

お客さまとの長期の信任関係に基づき、経営課題の「見える化」からコンサル・

ソリューションまで一貫して提供。
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Technology Based Financeチームのビジョン

技術

金融政策

• 専門技術チームによる技術

の組み合わせ・融合

• ビジネスモデル、社会シス

テム構想と全体の高度化

• ファンドを活用したエクイティ

投資、官民協調投資

• ポジティブ・インパクト・ファイ

ナンス等、新しい金融手法を

用いた財務サポート

• 実証、実装を見据え

た各省庁への提言

• 政策の展開

サステナブルな社会

新規事業創出

社会システム構築

インパクト

社会的課題の解決に対して技術の観点からアプローチし、技術、金融、政策を融合させて、志
を同じくするパートナーとともにサステナブルな社会の実現に貢献する。
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Technology Based Financeチームの構成

多様な領域の専門家でチームを構成し、有機的に連携して活動。

• エネルギー会社でバイオマスや
水素・燃料電池関連の研究開発に
従事

博士（工学）修士（工学）

【専門】環境マネジメント

• 監査法人にて環境コンサル
ティング業務に従事

博士（工学）

【専門】水素・燃料電池、
バイオマス

【専門】電池・EV

• 自動車部品メーカーで電池の研究開
発、排気システム開発に従事

博士（工学）

【専門】無機材料・合成プロセス

• 総合電機企業で低融点ガラス、無
機材料の合成プロセスの研究開発
業務に従事

• 電力会社で送変電通信設備工事、
保守運用に従事

• エネルギー会社向けコンサル経験

修士（工学）

【専門】電力・通信システム

博士（工学） 修士（工学）

【専門】環境、石油石炭化学

• 燃料油研究開発、化学合成関連
技術展開等に従事

• 中国における事業開発に従事

• 電機メーカーで家電向け機能材料
開発、水浄化技術開発や除菌技術
開発に従事

【専門】有機材料、衛生

全体統括 エネルギー（水素） エネルギー（電池） 材料（無機材料）

材料（有機材料）エネルギー（化石燃料）エネルギー（電力） 農林水産（農業）

メカトロニクス（プラント）

博士（農業工学）

【専門】農業工学・作物

修士（工学）

【専門】機械工学・金属材料

• エネルギー会社で製造プラントの
新設・改造・保守業務、再エネ供給
プロジェクトの企画業務等に従事

メカトロニクス（機械系基盤）

修士（工学）

【専門】機械工学・精密

• 総合電機企業で光応用製品、医用
機器、半導体検査装置関連技術の
研究開発業務等に従事

建設・土木

【専門】都市・交通/デジタル

修士(工学)/技術士

• 建設コンサル等にて国内外の都市・交
通事業に従事したのち、通信会社でス
マートシティ、ビッグデータ活用を推進

• 化学メーカーにて、バイオスティ
ミュラントの開発に従事。

• 政府開発援助の農業プロジェクト
運営と専門家業務に従事

環境・産業政策

修士（地球環境学）

【専門】環境・産業政策

• シンクタンクにて気候変動対策や
関連政策の実現に向けた投融資
拡大に関する制度設計等に関与

2023年7月末現在
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TBFチームの変遷と取り組み事例

チーム発足

副産物の有効活用によるグリーン水素
サプライチェーン構築に向けたシステム開発開始
（環境省補助事業採択）

2021.9

北海道地方環境事務所と
ESG地域金融に関する連携協定締結

2022.2

小田原市、横浜銀行、浜銀総合研究所との
エネルギーの地産地消を対象とするインパクト評価
に関する連携協定の締結

2021.11

オンサイト型水素事業 エネルギー地産地消モデル構築

地域脱炭素の構想 プラスチック資源循環事業

2022.42019.3

ポジティブインパクト
ファイナンス

不二製油グループ本社に対して資金使途
を特定しない事業会社向け融資を実施

インパクト投資ファンド

2021.4

リアルテックファンド 3 号投資事業有限責任
組合のインパクト評価に対するアドバイザリー
業務を受託

使用済みプラスチックの再資源化事業に取り組む
「株式会社アールプラスジャパン」への資本参加

インパクトファイナンス、インパクト投資を始め、地域創生、脱炭素、資源循環をテーマ

としたプロジェクトにおいてインパクト評価を活用
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インパクト評価に取り組む理由

持続可能な社会の実現を目指す過程において、金融で主流化する“インパクト評価”を、
多様なステークホルダー間のビジョンの共有や創出したい価値の議論に活用したい。
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インパクトとは

•リソース
（ヒト・モノ・カネ）

•情報

•制約・施策 etc.

Input

（投入）

•結果や成果物

•製品

•サービス

Output

（結果）

•受益者（顧客）に直接及ぶ
効果や影響

•インパクトにつながる成果

Outcome

（成果）

•事業実施主体者の最終目標

•ミッション、ビジョン

•社会の進歩

Impact

（環境・社会的
変化）

■ 定義
アウトプット ： 企業の製品・サービスあるいは活動の結果
アウトカム ： 企業の製品・サービスあるいは活動がステークホルダーに直接及ぼす影響
インパクト ： 企業の製品・サービスあるいは活動が短期・中期・長期にわたって社会・環境・経済に

及ぼす影響。方向（ポジティブあるいはネガティブ）と大きさ（変化量）を持つ

プロジェクト実施

指標

プロジェクト
実施前

プロジェクト
実施後

時間

事業によって
引き起こされた変化
（＝事業の効果）

事業外の
要因によって
引き起こされた変化

実際に
観察される状況

事業が実施されなかった
場合の状況

組織によって引き起こされるポジティブまたはネガティブな環境、社会または経済に対する変化のことをいい、直接的な
成果物や結果（アウトプット）ではなく、それにより環境、社会または経済面にどのような違いを生み出したかという効果
（アウトカム）を指す
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インパクト測定・マネジメント（IMM）とは

（出所）IFC インパクト投資の運用原則（日本語訳）

※1： 国際金融公社（International Finance Corporation)
※2： 投融資先が創出するインパクトの測定と対話・エンゲージメントを通じて、ポジティブインパクトの拡大及びネガティブインパクトの抑制を目指す運営手段

• IFC ※1が立ち上げた「インパクト投資の運用原則」は、
投資プロセスを9つの原則で定義

• その中核をなすインパクト測定・マネジメント（IMM：
Impact Measurement & Management ※2）
について、一般的に下図のようなプロセスが行われて
いる

設計 ソーシング
デュー

ディリジェンス
投資決定 投資期間中 エグジット

目指す社会的イン
パクト創出につい
て仮説（Theory
of Change）策定

ToCに資する投資
対象を選別

投資先候補の仮版ロ
ジックモデル策定

想定インパクトやネ
ガティブリスク等を
検証

経済的リスク・リ
ターンに加え、
社会的インパクトの
観点から投資判断

投資先のロ
ジックモデル
の確定

社会的インパ
クト評価指標
や評価手法の
策定

インパクトIPOや投
資先との親和性高
いエグジット先の探
索

投資前後の社会的
インパクト比較など

データ収集
分析

評価結果を投
資先の意思決
定に活用

社会的インパ
クトに係るレ
ポーティング

■ＩＭＭの運営イメージ
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インパクト投資とは

金銭的なリターンと並行して、ポジティブで測定可能な社会的・環境的インパクトを生み出す投資

（出所）いずれの図も 「インパクト投資拡大に向けた提言書2019」（GSG国内諮問委員会）をもとに弊社にて一部加工
https://impactinvestment.jp/news/research/20200420.html

投資判断の軸として従来の「リスク」および「リターン」に加え、「インパクト」という第三の判断軸を用いる

インパクト投資の構成要素

https://impactinvestment.jp/news/research/20200420.html
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ポジティブ・インパクト・ファイナンスの概要

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の特徴

企業活動

企業

プラスの影響を増大させ、マイナスの影響を管理・抑制するため、
「中長期的な方針を策定・KPIを設定し、継続的に対応すること」

企業のサステナビリティ活動全般を、公表データを中心に金融機関が分析・評価した上で、融資を実施

「ポジティブ･インパクト･ファイナンス」のフレームワーク

◼ 資金使途は限定されない

→ 企業活動全体を評価しての貸付

資金使途Point 1

◼ 国際基準に則した評価手法の適用

◼ 貴社のSDGsへの貢献を評価

国際基準の評価Point 2

◼ 第三者レビューにより透明性を担保

透明性の確保Point 3

外部環境

環境

社会

経済

その他

企業は活動を行うことで、
外部に様々な影響を与えている

マイナス
の影響

プラス
の影響

金融機関

企業が求められること
第三者評価機関

金融機関の評価に係る
合理性についての第三者レビュー

企業の「継続的な対応」を支援すること

影響を包括的に分析＆評価

資金面でのサポート（融資）

金融機関が求められること

1

2

⚫インパクト評価
⚫モニタリング・エンゲージメント
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〔留意事項】

• 本資料は、情報の提供を目的として作成したものであり、取引勧誘を目的としたものではありません。

• 本資料は、作成日において弊社が信頼できると判断した情報等に基づいて作成したものであり、その情報の正確性・確実性につ

いて保証するものではありません。また、今後の金融情勢・社会情勢等の変化により、内容が変更となる場合がございます。

• 本資料を使用した結果について、弊社は責任を負いません。

• 本資料には、一定の前提に基づく概算数値が含まれる場合がございます。実際の適用に際しては正式な計算を行う必要があり、

その場合の結果は差異が生じる可能性がありますのでご留意ください。

• 本資料に係る一切の権利は、他社資料の引用部分を除いて三井住友信託銀行に属し、いかなる目的であれ本資料の一部または全

部の無断での使用・複製はお断りいたします。

• 本資料の内容に関して疑問に思われる点、ご不明な点等ございましたら、弊社にご照会くださいますようお願い申し上げます。

代表メールアドレス：csr@smth.jp

〒100-8233 東京都千代田区丸の内1－4－1

サステナビリティ推進部


